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( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 臓 器 を 収 容 す る 臓 器 収 容 容 器 で あ っ て 、
　 伸 縮 性 を 有 し 、 開 口 を 有 す る 袋 状 の 胴 部
を 有 し 、
　 前 記 胴 部 は 、 そ の 内 側 と 外 側 の 空 間 に 挟 ま れ る 領 域 に お い て 空 洞 を 有 さ ず 、
　 無 負 荷 状 態 に お い て 、 前 記 開 口 の 最 大 幅 は 、 前 記 胴 部 の 最 大 幅 よ り も 小 さ く 、
　 前 記 開 口 は 、 前 記 開 口 の 最 大 幅 が 前 記 胴 部 の 最 大 幅 よ り も 大 き い 状 態 ま で 伸 張 可 能 で あ
り 、
  前 記 胴 部 の 内 面 は 、 複 数 の 溝 を 有 し 、
  前 記 複 数 の 溝 は 、
    複 数 の 第 １ 溝 と 、
    そ れ ぞ れ が 前 記 第 １ 溝 の 少 な く と も 一 部 と 交 差 す る 、 複 数 の 第 ２ 溝 と 、
を 有 す る 、 臓 器 収 容 容 器 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 臓 器 収 容 容 器 で あ っ て 、
　 前 記 胴 部 は 、
　 　 前 記 開 口 の 周 囲 を 囲 む 環 状 の 肥 厚 部
を 有 し 、
　 前 記 肥 厚 部 を 含 む 前 記 胴 部 は 、 一 体 に 成 形 さ れ た 一 部 材 で あ る 、 臓 器 収 容 容 器 。

請求項の数　8　（全13頁）
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【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 臓 器 収 容 容 器 で あ っ て 、
　 前 記 肥 厚 部 は 、 内 部 に 空 洞 を 有 し な い 、 臓 器 収 容 容 器 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 臓 器 収 容 容 器 で あ っ て 、
　 前 記 胴 部 の 内 面 は 、 凹 凸 形 状 を 有 す る 、 臓 器 収 容 容 器 。
【 請 求 項 ５ 】
  請 求 項 １ な い し 請 求 項 ４ の い ず れ か に 記 載 の 臓 器 収 容 容 器 で あ っ て 、
  前 記 胴 部 の 形 状 は 、 略 楕 円 体 で あ る 、 臓 器 収 容 容 器 。
【 請 求 項 ６ 】
  請 求 項 １ な い し 請 求 項 ５ の い ず れ か に 記 載 の 臓 器 収 容 容 器 で あ っ て 、
  前 記 胴 部 の 硬 度 は 、 日 本 工 業 規 格 Ｊ Ｉ Ｓ  Ｋ  ６ ２ ５ ３ － ３ ： ２ ０ １ ２ の デ ュ ロ メ ー タ 硬 さ  
試 験 方 法 に お い て Ｅ １ ０ ～ Ａ １ ０ で あ る 、 臓 器 収 容 容 器 。
【 請 求 項 ７ 】
  請 求 項 １ な い し 請 求 項 ６ の い ず れ か に 記 載 の 臓 器 収 容 容 器 で あ っ て 、
  前 記 胴 部 は 、 エ ラ ス ト マ ー ゲ ル で 形 成 さ れ る 、 臓 器 収 容 容 器 。
【 請 求 項 ８ 】
  請 求 項 ７ に 記 載 の 臓 器 収 容 容 器 で あ っ て 、
  前 記 胴 部 は 、 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー 、 ウ レ タ ン エ ラ ス ト マ ー 、 ま た は オ イ ル ブ リ ー ド シ  
リ コ ン ゲ ル で 形 成 さ れ る 、 臓 器 収 容 容 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 臓 器 を 収 容 す る 臓 器 収 容 容 器 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 臓 器 の 移 植 手 術 で は 、 ド ナ ー か ら 摘 出 さ れ た 臓 器 を 、 冷 却 し た 状 態 で 保 存 す る 。 こ れ は  
、 常 温 の ま ま 血 流 が 途 絶 え る 、 い わ ゆ る 温 虚 血 状 態 に な る と 、 臓 器 内 の 代 謝 に よ っ て 、 臓  
器 の 劣 化 が 生 じ や す く な る た め で あ る 。 具 体 的 に は 、 摘 出 さ れ た 臓 器 に 対 し て 低 温 の 保 存  
液 を 注 入 す る 、 あ る い は 、 臓 器 の 周 囲 に ア イ ス ・ ス ラ ッ シ ュ を 投 入 し た 生 理 食 塩 水 を 直 接  
ふ り か け る 等 の 処 置 に よ り 、 臓 器 の 温 度 を 低 温 に 維 持 す る 。 こ れ に よ り 、 臓 器 の 代 謝 を 抑  
制 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 レ シ ピ エ ン ト へ の 臓 器 の 移 植 時 に は 、 レ シ ピ エ ン ト の 体 腔 内 に 臓 器 を 配  
置 し て 、 血 管 吻 合 等 の 処 置 を 行 う 。 こ の と き 、 臓 器 の 冷 却 を 継 続 で き な い の で 、 レ シ ピ エ  
ン ト の 体 温 や 外 気 温 に よ っ て 臓 器 の 温 度 が 上 昇 し 、 臓 器 が 徐 々 に 温 虚 血 状 態 と な る 。 こ の  
た め 、 移 植 手 術 の 執 刀 者 は 、 可 能 な 限 り 短 時 間 で 血 管 吻 合 等 の 処 置 を 行 う か 、 あ る い は 、  
腹 腔 内 に 氷 等 を 入 れ る こ と に よ り 、 移 植 さ れ る 臓 器 を 低 温 状 態 に 維 持 し な け れ ば な ら な か  
っ た 。 後 者 の 場 合 、 臓 器 だ け で な く 、 執 刀 者 の 手 先 も 同 時 に 冷 却 さ れ る こ と と な り 、 精 密  
さ を 求 め ら れ る 血 管 吻 合 に お い て 不 利 と な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ こ で 、 本 願 の 発 明 者 は 、 特 許 文 献 １ に お い て 、 レ シ ピ エ ン ト へ の 臓 器 の 移 植 時 に 、 レ  
シ ピ エ ン ト と 臓 器 と の 間 に 、 断 熱 機 能 を も つ シ ー ト を 挿 入 す る こ と で 、 臓 器 の 昇 温 を 抑 え  
る 技 術 を 提 案 し た 。 特 許 文 献 １ の シ ー ト は 、 断 熱 層 と 、 断 熱 層 の 両 面 に 面 接 着 さ れ た ２ 枚  
の 防 水 層 と を 有 す る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 文 献 】 特 開 ２ ０ １ ８ － ０ ０ ０ ３ ０ ９ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
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【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ の シ ー ト は 、 臓 器 を 完 全 に 覆 う も の で は な い 。 こ の た め 、 臓  
器 の 表 面 の う ち 、 シ ー ト に 覆 わ れ て い な い 部 分 は 、 昇 温 し て し ま う と い う 問 題 が あ っ た 。  
ま た 、 レ シ ピ エ ン ト と 臓 器 と の 間 に 挿 入 さ れ た シ ー ト の 端 部 が 、 執 刀 者 の 作 業 の 妨 げ と な  
る お そ れ も あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 事 情 に 鑑 み な さ れ た も の で あ り 、 レ シ ピ エ ン ト へ の 臓 器 の 移 植 時  
に 、 臓 器 の 温 度 上 昇 を よ り 抑 制 で き 、 か つ 、 執 刀 者 の 作 業 の 妨 げ に も な り に く い 医 療 器 具  
を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 願 の 第 １ 発 明 は 、 臓 器 を 収 容 す る 臓 器 収 容 容 器 で あ っ て 、 伸 縮 性 を 有 し 、 開 口 を 有 す  
る 袋 状 の 胴 部 を 有 し 、 前 記 胴 部 は 、 そ の 内 側 と 外 側 の 空 間 に 挟 ま れ る 領 域 に お い て 空 洞 を  
有 さ ず 、 無 負 荷 状 態 に お い て 、 前 記 開 口 の 最 大 幅 は 、 前 記 胴 部 の 最 大 幅 よ り も 小 さ く 、 前  
記 開 口 は 、 前 記 開 口 の 最 大 幅 が 前 記 胴 部 の 最 大 幅 よ り も 大 き い 状 態 ま で 伸 張 可 能 で あ り 、  
前 記 胴 部 の 内 面 は 、 複 数 の 溝 を 有 し 、 前 記 複 数 の 溝 は 、 複 数 の 第 １ 溝 と 、 そ れ ぞ れ が 前 記  
第 １ 溝 の 少 な く と も 一 部 と 交 差 す る 、 複 数 の 第 ２ 溝 と 、 を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 願 の 第 ２ 発 明 は 、 第 １ 発 明 の 臓 器 収 容 容 器 で あ っ て 、 前 記 胴 部 は 、 前 記 開 口 の 周 囲 を  
囲 む 環 状 の 肥 厚 部 を 有 し 、 前 記 肥 厚 部 を 含 む 前 記 胴 部 は 、 一 体 に 成 形 さ れ た 一 部 材 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 願 の 第 ３ 発 明 は 、 第 ２ 発 明 の 臓 器 収 容 容 器 で あ っ て 、 前 記 肥 厚 部 は 、 内 部 に 空 洞 を 有  
し な い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 願 の 第 ４ 発 明 は 、 第 １ 発 明 ま た は 第 ２ 発 明 の 臓 器 収 容 容 器 で あ っ て 、 前 記 胴 部 の 内 面  
は 、 凹 凸 形 状 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 願 の 第 ５ 発 明 は 、 第 １ 発 明 な い し 第 ４ 発 明 の い ず れ か の 臓 器 収 容 容 器 で あ っ て 、 前 記  
胴 部 の 形 状 は 、 略 楕 円 体 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 願 の 第 ６ 発 明 は 、 第 １ 発 明 な い し 第 ５ 発 明 の い ず れ か の 臓 器 収 容 容 器 で あ っ て 、 前 記  
胴 部 の 硬 度 は 、 日 本 工 業 規 格 Ｊ Ｉ Ｓ   Ｋ   ６ ２ ５ ３ － ３ ： ２ ０ １ ２ の デ ュ ロ メ ー タ 硬 さ 試 験  
方 法 に お い て Ｅ １ ０ ～ Ａ １ ０ で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 願 の 第 ７ 発 明 は 、 第 １ 発 明 な い し 第 ６ 発 明 の い ず れ か の 臓 器 収 容 容 器 で あ っ て 、 前 記  
胴 部 は 、 エ ラ ス ト マ ー ゲ ル で 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 願 の 第 ８ 発 明 は 、 第 ７ 発 明 の 臓 器 収 容 容 器 で あ っ て 、 前 記 胴 部 は 、 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト  
マ ー 、 ウ レ タ ン エ ラ ス ト マ ー 、 ま た は オ イ ル ブ リ ー ド シ リ コ ン ゲ ル で 形 成 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 願 の 第 １ 発 明 ～ 第 ８ 発 明 に よ れ ば 、 臓 器 収 容 容 器 が 、 臓 器 の 表 面 に 沿 っ て 、 臓 器 の 表  
面 を 覆 う 。 レ シ ピ エ ン ト の 体 腔 内 に 臓 器 を 配 置 す る と き に 、 臓 器 収 容 容 器 が 臓 器 の 周 囲 に  
拡 が ら な い 。 し た が っ て 、 手 術 中 に お け る 作 業 の 妨 げ と な り に く い 。 ま た 、 臓 器 収 容 容 器  
が 臓 器 の 大 部 分 を 覆 う こ と に よ り 、 臓 器 の 温 度 上 昇 を 抑 制 す る こ と が で き る 。 ま た 、 複 数  
の 溝 に よ り 、 胴 部 の 内 面 と 臓 器 と の 間 に 保 持 さ れ る 冷 却 用 の 保 存 液 が 、 内 面 の 全 体 に 拡 が  
り や す い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 特 に 、 本 願 の 第 ２ 発 明 に よ れ ば 、 開 口 の 周 囲 が 塑 性 変 形 し た り 、 破 断 す る こ と を 抑 制 で  
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き る 。 ま た 、 肥 厚 部 が 臓 器 に 密 着 す る こ と に よ り 、 臓 器 が 開 口 か ら 飛 び 出 す の を 抑 制 す る  
と と も に 、 臓 器 と 胴 部 と の 間 に 保 持 さ れ た 液 体 が 開 口 か ら 流 出 す る こ と を 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 特 に 、 本 願 の 第 ４ 発 明 お よ び 第 ５ 発 明 に よ れ ば 、 胴 部 の 内 面 と 臓 器 と の 間 に 隙 間 に 、 冷  
却 用 の 保 存 液 を 保 持 で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 特 に 、 本 願 の 第 ５ 発 明 に よ れ ば 、 臓 器 収 容 容 器 内 に 収 容 す る 臓 器 が 腎 臓 で あ る 場 合 に 、  
胴 部 の 内 面 が 腎 臓 の 表 面 に 沿 い や す い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 特 に 、 本 願 の 第 ６ 発 明 な い し 第 ８ 発 明 に よ れ ば 、 胴 部 お よ び 開 口 を 伸 張 し や す く 、 か つ  
、 破 断 し に く い 。 ま た 、 胴 部 内 に 臓 器 を 収 容 し た 際 に 、 胴 部 内 の 臓 器 に 、 胴 部 の 外 部 の 温  
度 が 伝 わ る の を 抑 制 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 図 １ 】 臓 器 収 容 容 器 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 臓 器 収 容 容 器 の 上 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 臓 器 収 容 容 器 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 臓 器 収 容 容 器 に 臓 器 を 収 容 す る 様 子 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 臓 器 収 容 容 器 に 臓 器 を 収 容 す る 様 子 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 臓 器 収 容 容 器 に 臓 器 を 収 容 す る 様 子 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 臓 器 収 容 容 器 を 用 い た 移 植 手 術 の 流 れ を 示 し た フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ８ 】 一 変 形 例 に 係 る 臓 器 収 容 容 器 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 他 の 変 形 例 に 係 る 臓 器 収 容 容 器 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 他 の 変 形 例 に 係 る 臓 器 収 容 容 器 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 他 の 変 形 例 に 係 る 臓 器 収 容 容 器 の 断 面 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し つ つ 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 願 に お い て 「 ド ナ ー 」 お よ び 「 レ シ ピ エ ン ト 」 は 、 ヒ ト で あ っ て も よ い し 、 非 ヒ ト 動  
物 で あ っ て も よ い 。 す な わ ち 、 本 願 に お い て 、 「 臓 器 」 は 、 ヒ ト の 臓 器 で あ っ て も よ い し  
、 非 ヒ ト 動 物 の 臓 器 で あ っ て も よ い 。 ま た 、 非 ヒ ト 動 物 は 、 マ ウ ス お よ び ラ ッ ト を 含 む 齧  
歯 類 、 ブ タ 、 ヤ ギ お よ び ヒ ツ ジ を 含 む 有 蹄 類 、 チ ン パ ン ジ ー を 含 む 非 ヒ ト 霊 長 類 、 そ の 他  
の 非 ヒ ト ほ 乳 動 物 で あ っ て も よ い し 、 ほ 乳 動 物 以 外 の 動 物 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ＜ １ ． 第 １ 実 施 形 態 ＞
　 ＜ １ － １ ． 臓 器 収 容 容 器 に つ い て ＞
　 図 １ は 、 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 臓 器 収 容 容 器 １ の 斜 視 図 で あ る 。 図 ２ は 、 臓 器 収 容 容 器 １  
の 上 面 図 で あ る 。 図 ３ は 、 臓 器 収 容 容 器 １ の 断 面 図 で あ る 。 こ の 臓 器 収 容 容 器 １ は 、 ド ナ  
ー か ら 摘 出 さ れ た 臓 器 を レ シ ピ エ ン ト へ 移 植 す る 移 植 手 術 に お い て 、 臓 器 を 一 時 的 に 収 容  
す る た め の 容 器 で あ る 。 す な わ ち 、 臓 器 収 容 容 器 １ は 、 臓 器 の 移 植 手 術 に 使 用 さ れ る こ と  
を 目 的 と し た 医 療 器 具 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 臓 器 収 容 容 器 １ に 収 容 さ れ る 臓 器 と し て は 、 例 え ば 、 腎 臓 、 心 臓 、 肺 を 挙 げ る こ と が で  
き る 。 こ れ ら の 臓 器 は 、 移 植 手 術 に お い て 吻 合 す べ き 血 管 が 、 臓 器 の 片 側 に 集 中 し て い る  
。 本 実 施 形 態 の 臓 器 収 容 容 器 １ の 構 造 は 、 こ れ ら の 臓 器 に 対 し て 特 に 好 適 で あ る 。 し か し  
な が ら 、 本 発 明 の 臓 器 収 容 容 器 は 、 肝 臓 等 の 他 の 臓 器 を 収 容 す る も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 以 下 で は 、 臓 器 収 容 容 器 １ の 開 口 ３ ０ 側 を 上 側 、 開 口 ３ ０ と 反 対 側 の 底 部 側 を 下 側 と し  
て 上 下 方 向 を 定 義 す る 。 ま た 、 以 下 で は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 上 下 方 向 を ｚ 方 向 、 ｚ 方 向  
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に 見 て 臓 器 収 容 容 器 １ の 長 手 方 向 を ｘ 方 向 、 ｚ 方 向 に 見 て 臓 器 収 容 容 器 １ の 短 手 方 向 を ｙ  
方 向 と 称 す る 。 な お 、 こ の 上 下 方 向 の 定 義 は 、 臓 器 収 容 容 器 １ の 使 用 時 に お け る 向 き を 限  
定 す る も の で は な い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 臓 器 収 容 容 器 １ は 、 伸 縮 性 を 有 す る 袋 状 の 胴 部 ２ ０ を 有 す る 。 胴 部  
２ ０ は 、 開 口 ３ ０ と 、 肥 厚 部 ４ ０ と を 有 す る 。 開 口 ３ ０ は 、 胴 部 ２ ０ の 内 側 と 外 部 の 空 間  
と を 連 通 す る 。 肥 厚 部 ４ ０ は 、 開 口 ３ ０ の 周 囲 を 環 状 に 囲 む 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 実 施 形 態 の 臓 器 収 容 容 器 １ は 、 全 体 と し て 略 楕 円 体 で あ る 。 す な わ ち 、 胴 部 ２ ０ の 形  
状 は 、 略 楕 円 体 で あ る 。 こ の 臓 器 収 容 容 器 １ は 、 特 に 、 腎 臓 を 収 容 す る も の で あ る 。 胴 部  
２ ０ の 内 面 が 腎 臓 の 表 面 に 沿 い や す い 形 状 と す る た め に 、 臓 器 収 容 容 器 １ の 形 状 を 全 体 と  
し て 略 楕 円 体 と し て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 寸 法 関 係 の 説 明 の た め に 、 以 下 で は 、 図 ２ お よ び 図 ３ に 示 す よ う に 、 胴 部 ２ ０ の 長 手 方  
向 （ ｘ 方 向 ） の 長 さ を 長 さ Ｄ １ 、 胴 部 ２ ０ の 短 手 方 向 （ ｙ 方 向 ） の 長 さ を 長 さ Ｄ ２ 、 胴 部  
２ ０ の 上 下 方 向 （ ｚ 方 向 ） の 長 さ を 長 さ Ｄ ３ と 称 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 胴 部 ２ ０ は 、 エ ラ ス ト マ ー ゲ ル で 形 成 さ れ る 。 具 体 的 に は 、 胴 部 ２ ０ は 、 熱 可 塑 性 エ ラ  
ス ト マ ー 、 ウ レ タ ン エ ラ ス ト マ ー 、 ま た は オ イ ル ブ リ ー ド シ リ コ ン ゲ ル で 形 成 さ れ る 。 胴  
部 ２ ０ の 硬 度 は 、 例 え ば 、 日 本 工 業 規 格 Ｊ Ｉ Ｓ   Ｋ   ６ ２ ５ ３ － ３ ： ２ ０ １ ２ の デ ュ ロ メ ー  
タ 硬 さ 試 験 方 法 に お い て Ｅ １ ０ ～ Ａ １ ０ で あ る 。 ま た 、 胴 部 ２ ０ の 切 断 時 伸 び 率 は 、 １ ０  
０ ０ ％ 以 上 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 胴 部 ２ ０ を こ の よ う な 材 料 で 形 成 す る こ と に よ り 、 胴 部 ２ ０ お よ び 開 口 ３ ０ を 伸 張 し や  
す く 、 か つ 、 破 断 し に く い 。 ま た 、 胴 部 ２ ０ を こ の よ う な 材 料 で 形 成 す る こ と に よ り 、 胴  
部 ２ ０ 内 に 臓 器 を 収 容 し た 際 に 、 胴 部 ２ ０ 内 の 臓 器 に 、 胴 部 ２ ０ の 外 部 の 温 度 が 伝 わ る の  
を 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 開 口 ３ ０ は 、 胴 部 ２ ０ の 内 部 空 間 に 臓 器 を 挿 入 す る た め の 開 口 で あ る 。 ま た 、 開 口 ３ ０  
は 、 臓 器 を 胴 部 ２ ０ 内 に 収 容 し て い る 間 に お い て 、 臓 器 に 接 続 す る 血 管 等 を 外 部 へ と 接 続  
す る た め の 接 続 口 と し て の 役 割 も 果 た す 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 開 口 ３ ０ は 楕 円 形 状 で あ る 。 臓 器 収 容 容 器 １ に 対 し て 人 為 的 な 負 荷 を  
か け な い 無 負 荷 状 態 に お け る 開 口 ３ ０ の 長 径 の 長 さ を 、 長 さ Ｄ ４ と 称 す る 。 無 負 荷 状 態 に  
お け る 開 口 ３ ０ の 最 大 幅 で あ る 長 さ Ｄ ４ は 、 胴 部 ２ ０ の 最 大 幅 で あ る 長 さ Ｄ １ よ り も 小 さ  
い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 肥 厚 部 ４ ０ は 、 周 囲 よ り も 厚 み が 部 分 的 に 増 す 部 位 で あ る 。 胴 部 ２ ０ を 形 成 す る エ ラ ス  
ト マ ー ゲ ル は 、 そ の 厚 み が 厚 い 方 が 、 伸 張 方 向 へ の 負 荷 に 対 し て 元 に 戻 る 方 向 へ 収 縮 す る  
能 力 が 高 い 。 こ の た め 、 肥 厚 部 ４ ０ が 開 口 ３ ０ を 環 状 に 囲 む こ と に よ り 、 開 口 ３ ０ の 周 囲  
に お け る 弾 性 変 形 可 能 な 変 形 量 を 大 き く し た り 、 強 度 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 す な わ  
ち 、 開 口 ３ ０ が 拡 げ ら れ た 際 に 、 開 口 ３ ０ の 周 囲 が 塑 性 変 形 し た り 、 破 断 し た り す る こ と  
を 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 臓 器 を 内 部 に 収 容 し た 際 に 、 肥 厚 部 ４ ０ が 臓 器 に 密 着 す る こ と に よ り 、 臓 器 が 開  
口 ３ ０ か ら 飛 び 出 す の を 抑 制 す る と と も に 、 臓 器 と 胴 部 ２ ０ と の 間 に 保 持 さ れ た 液 体 が 開  
口 ３ ０ か ら 流 出 す る こ と を 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 胴 部 ２ ０ の 内 面 は 、 凹 凸 形 状 を 有 す る 。 具 体 的 に は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 胴 部 ２ ０ の 内  
面 に は 、 胴 部 ２ ０ の 内 部 空 間 に 向 か っ て 突 出 す る 複 数 の 凸 部 ４ １ が 設 け ら れ る 。 複 数 の 凸  



10

20

30

40

50

JP 7592811 B2 2024.12.2(6)

部 ４ １ は 、 開 口 ３ ０ か ら 胴 部 ２ ０ の 底 部 に 向 か っ て 上 下 方 向 に 延 び る 。 こ れ に よ り 、 隣 り  
合 う 凸 部 ４ １ の 間 に 溝 ５ ０ が 形 成 さ れ る 。 す な わ ち 、 胴 部 ２ ０ の 内 面 は 、 上 下 方 向 に 延 び  
る 複 数 の 溝 ５ ０ を 有 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ の よ う に 、 胴 部 ２ ０ の 内 面 が 凹 凸 形 状 を 有 す る こ と に よ り 、 胴 部 ２ ０ 内 に 臓 器 が 収 容  
さ れ た 際 に 、 胴 部 ２ ０ の 内 面 の 凹 部 と 臓 器 と の 間 の 隙 間 に 、 冷 却 用 の 保 存 液 を 保 持 で き る  
。 特 に 、 本 実 施 形 態 の よ う に 、 胴 部 ２ ０ の 内 面 が 上 下 方 向 に 延 び る 複 数 の 溝 ５ ０ を 有 し て  
い る 場 合 、 開 口 ３ ０ か ら 注 入 さ れ た 冷 却 用 の 保 存 液 が 、 底 部 側 ま で 届 き や す い 。 す な わ ち  
、 胴 部 ２ ０ の 内 面 と 臓 器 と の 間 に 保 持 さ れ た 冷 却 用 の 保 存 液 が 、 内 面 の 全 体 に 拡 が り や す  
い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ４ ～ 図 ６ は 、 臓 器 収 容 容 器 １ に 臓 器 の 一 例 で あ る 腎 臓 ９ を 収 容 す る 様 子 を 示 し た 図 で  
あ る 。 具 体 的 に は 、 図 ４ は 、 無 負 荷 状 態 に お け る 臓 器 収 容 容 器 １ と 、 腎 臓 ９ と を 並 べ た 様  
子 を 示 し た 図 で あ る 。 図 ５ は 、 腎 臓 ９ を 収 容 す る た め に 、 臓 器 収 容 容 器 １ の 開 口 ３ ０ を 伸  
張 し た 状 態 を 示 し た 図 で あ る 。 図 ６ は 、 臓 器 収 容 容 器 １ 内 に 腎 臓 ９ を 収 容 し た 状 態 を 示 し  
た 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 無 負 荷 状 態 に お い て 、 臓 器 収 容 容 器 １ の 胴 部 ２ ０ の 最 大 幅 で あ る 長  
さ Ｄ １ は 、 腎 臓 ９ の 最 大 幅 で あ る 長 さ Ｋ １ よ り も 短 い 。 す な わ ち 、 無 負 荷 状 態 に お い て 、  
胴 部 ２ ０ の 内 面 の 最 大 幅 で あ る 長 さ Ｄ ５ は 、 腎 臓 ９ の 最 大 幅 で あ る 長 さ Ｋ １ よ り も 小 さ い  
。 こ の た め 、 開 口 ３ ０ の 無 負 荷 状 態 に お け る 最 大 幅 で あ る 長 さ Ｄ ４ は 、 当 然 、 腎 臓 ９ の 最  
大 幅 で あ る 長 さ Ｋ １ よ り も 小 さ い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 開 口 ３ ０ は 、 開 口 ３ ０ の 最 大 幅 が 胴 部 ２ ０ の 無 負 荷 状 態 に お け る 最 大 幅 で あ る 長 さ Ｄ １  
よ り も 大 き い 状 態 ま で 伸 張 可 能 で あ る 。 こ の た め 、 胴 部 ２ ０ 内 に 腎 臓 ９ を 収 容 し や す い 。  
図 ５ に は 、 開 口 ３ ０ の 最 大 幅 が 長 さ Ｄ １ よ り も 長 い 長 さ Ｄ ６ と な る ま で 、 開 口 ３ ０ を 伸 張  
し た 状 態 が 示 さ れ て い る 。 こ の よ う に 、 作 業 者 が 開 口 ３ ０ を 引 き 伸 ば し て 、 腎 臓 ９ を 開 口  
３ ０ を 介 し て 胴 部 ２ ０ 内 に 収 容 す る 。 な お 、 本 実 施 形 態 の 臓 器 収 容 容 器 １ で は 、 開 口 ３ ０  
の 最 大 幅 が 腎 臓 ９ の 最 大 幅 で あ る 長 さ Ｋ １ よ り も 長 い 長 さ よ り も 大 き い 状 態 ま で 伸 張 可 能  
で あ る 。 し た が っ て 、 胴 部 ２ ０ 内 に 腎 臓 ９ を よ り 収 容 し や す い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 そ し て 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 胴 部 ２ ０ の 内 部 に 腎 臓 ９ を 収 容 す る と 、 開 口 ３ ０ の 周 辺 を  
含 め た 胴 部 ２ ０ の 内 面 全 体 が 腎 臓 ９ の 表 面 に 沿 う 。 上 記 の 通 り 、 無 負 荷 状 態 に お い て 胴 部  
２ ０ の 内 面 は 腎 臓 ９ の 外 表 面 よ り も 小 さ い 。 こ の た め 、 臓 器 収 容 容 器 １ 内 に 腎 臓 ９ が 収 容  
さ れ た 状 態 に お い て 、 胴 部 ２ ０ の 内 面 は 腎 臓 ９ の 外 表 面 に 沿 う と と も に 、 胴 部 ２ ０ の 内 面  
の 凸 部 ４ １ が 腎 臓 ９ の 外 表 面 に 密 着 す る 。 こ れ に よ り 、 腎 臓 ９ が 胴 部 ２ ０ 内 で 動 く こ と な  
く 、 適 切 に 保 持 さ れ る 。 そ の 結 果 、 腎 臓 ９ が 損 傷 す る こ と を 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ＜ １ － ２ ． 臓 器 移 植 の 流 れ に つ い て ＞
　 続 い て 、 上 記 の 臓 器 収 容 容 器 １ を 用 い た 移 植 手 術 の 流 れ に つ い て 、 説 明 す る 。 図 ７ は 、  
臓 器 収 容 容 器 １ を 用 い た 移 植 手 術 の 流 れ を 示 し た フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 以 下 で は 、 臓 器  
収 容 容 器 １ を 用 い て 腎 臓 ９ を 移 植 す る 場 合 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 移 植 手 術 を 行 う と き に は 、 ま ず 、 ド ナ ー か ら 腎 臓 ９ を 摘 出 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ） 。 具 体  
的 に は 、 ド ナ ー の 腎 臓 ９ か ら 延 び る 血 管 ９ １ ， ９ ２ お よ び 尿 管 ９ ３ （ 図 ４ ～ 図 ６ 参 照 ） を  
切 断 し 、 ド ナ ー の 体 腔 内 か ら 腎 臓 ９ を 取 り 出 す 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 取 り 出 さ れ た 腎 臓 ９ は 、 低 温 の 保 存 液 に 浸 漬 さ れ た 状 態 で 、 保 存 さ れ る 。 ま た 、 腎 臓 ９  
は 、 臓 器 収 容 容 器 １ に 収 容 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ） 。 保 存 液 に は 、 例 え ば 、 ４ ℃ に 維 持 さ  
れ た 生 理 食 塩 水 が 用 い ら れ る 。 臓 器 は 、 常 温 の ま ま 血 流 が 途 絶 え る 、 い わ ゆ る 温 虚 血 状 態  
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に な る と 、 臓 器 内 の 代 謝 に よ っ て 、 劣 化 が 生 じ や す く な る 。 こ の た め 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ で は  
、 腎 臓 ９ を 常 温 よ り 低 い 温 度 で 保 存 す る こ と に よ り 、 腎 臓 ９ の 劣 化 を 抑 制 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 な お 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ で は 、 腎 臓 ９ の 血 管 ９ １ ， ９ ２ に 配 管 を 接 続 し 、 腎 臓 ９ 内 に 保 存 液  
を 灌 流 さ せ た 状 態 で 、 腎 臓 ９ を 保 存 し て も よ い 。 な お 、 保 存 液 の 灌 流 は 、 後 述 す る ス テ ッ  
プ Ｓ ４ ま で 、 継 続 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 腎 臓 ９ を 臓 器 収 容 容 器 １ に 収 容 す る タ イ ミ ン グ は 、 腎 臓 ９ を 保 存 液 に 浸 漬 す る 前 で あ っ  
て も よ い し 、 腎 臓 ９ し ば ら く 保 存 液 に 浸 漬 し て 十 分 に 冷 却 し た 後 で あ っ て も よ い 。 腎 臓 ９  
を 臓 器 収 容 容 器 １ に 収 容 す る 際 に は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 臓 器 収 容 容 器 １ の 開 口 ３ ０ を 開  
き 、 開 口 ３ ０ を 介 し て 、 胴 部 ２ ０ の 内 部 へ 腎 臓 ９ を 挿 入 す る 。 こ れ に よ り 、 図 ６ に 示 す よ  
う に 、 袋 状 の 胴 部 ２ ０ の 内 部 に 、 腎 臓 ９ が 保 持 さ れ る 。 こ の と き 、 胴 部 ２ ０ の 内 面 と 腎 臓  
９ と の 間 に 、 シ リ ン ジ や ピ ペ ッ ト を 用 い て 、 低 温 の 保 存 液 が 注 入 さ れ る 。 ま た 、 腎 臓 ９ は  
、 臓 器 収 容 容 器 １ に 包 ま れ た 状 態 で 、 再 度 低 温 の 保 存 液 に 浸 漬 さ れ 、 低 温 保 存 状 態 が 維 持  
さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 臓 器 収 容 容 器 １ に 保 持 さ れ た 腎 臓 ９ は 、 低 温 の 保 存 液 に 浸 漬 さ れ た 状 態 で 、 ド ナ ー 側 か  
ら レ シ ピ エ ン ト 側 へ と 搬 送 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ） 。 レ シ ピ エ ン ト 側 に 搬 送 さ れ た 腎 臓 ９  
は 、 移 植 の 直 前 ま で 引 き 続 き 、 臓 器 収 容 容 器 １ に 保 持 さ れ つ つ 、 低 温 の 保 存 液 に 浸 漬 さ れ  
る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 続 い て 、 レ シ ピ エ ン ト の 腹 部 を 開 き 、 腎 臓 ９ が 収 容 さ れ た 臓 器 収 容 容 器 １ を 、 レ シ ピ エ  
ン ト の 体 腔 内 に 配 置 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ） 。 そ し て 、 レ シ ピ エ ン ト の 血 管 と 、 臓 器 収 容 容  
器 １ の 開 口 ３ ０ か ら 外 部 へ 露 出 し た 腎 臓 ９ の 血 管 ９ １ ， ９ ２ と を 、 吻 合 す る （ ス テ ッ プ Ｓ  
５ ） 。 併 せ て 、 移 植 臓 器 が 腎 臓 ９ で あ る 場 合 、 尿 管 ９ ３ を 膀 胱 へ と 接 続 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ４ ～ Ｓ ５ の 作 業 の 間 、 臓 器 収 容 容 器 １ に 収 容 さ れ た 腎 臓 ９ は 、 体 腔 内 に 配 置  
さ れ る 。 こ の と き 、 臓 器 収 容 容 器 １ が 保 温 機 能 を 有 し て い る こ と か ら 、 レ シ ピ エ ン ト の 体  
温 ま た は 外 気 温 に よ っ て 腎 臓 ９ の 温 度 が 上 昇 す る こ と が 抑 制 さ れ る 。 し た が っ て 、 腎 臓 ９  
が 温 阻 血 状 態 と な っ て 、 代 謝 に よ る 劣 化 が 進 む こ と を 抑 制 で き る 。 そ の 結 果 、 手 術 後 に お  
け る 障 害 の 発 生 を 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 な お 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ ～ Ｓ ５ に お い て 、 臓 器 収 容 容 器 １ の 内 部 に は 、 定 期 的 に （ 例 え ば 数  
分 毎 に ） 、 シ リ ン ジ や ピ ペ ッ ト を 用 い て 、 低 温 の 保 存 液 が 注 入 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 腎 臓  
９ の 温 度 が 上 昇 す る こ と を 、 よ り 抑 制 で い る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 そ の 後 、 臓 器 収 容 容 器 １ の 開 口 ３ ０ を 開 き 、 血 管 吻 合 後 の 腎 臓 ９ を 、 臓 器 収 容 容 器 １ か  
ら 取 り 出 す 。 そ し て 、 レ シ ピ エ ン ト の 体 腔 内 か ら 臓 器 収 容 容 器 １ を 除 去 す る （ ス テ ッ プ Ｓ  
６ ） 。 そ の 後 、 吻 合 し た レ シ ピ エ ン ト の 血 管 と の 間 で 腎 臓 ９ の 血 流 を 再 開 す る （ ス テ ッ プ  
Ｓ ７ ） 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 こ の 臓 器 収 容 容 器 １ は 、 腎 臓 ９ の 表 面 に 沿 っ て 、 腎 臓 ９ の 表 面 を 覆 う 。 こ の た め 、 臓 器  
収 容 容 器 １ の 一 部 （ 端 部 な ど ） が 腎 臓 ９ の 周 囲 に 拡 が ら な い 。 し た が っ て 、 臓 器 収 容 容 器  
１ が 、 手 術 中 に お け る 作 業 の 妨 げ と な り に く い 。 ま た 、 こ の 臓 器 収 容 容 器 １ は 、 腎 臓 ９ の  
表 面 の 大 部 分 を 覆 う こ と に よ り 、 腎 臓 ９ の 温 度 上 昇 を よ り 抑 制 で き 、 か つ 、 手 術 中 に お け  
る 腎 臓 ９ の 表 面 の 損 傷 を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 ま た 、 こ の 臓 器 収 容 容 器 １ は 、 弾 性 力 の あ る 素 材 で 形 成 さ れ て い る 。 こ の た め 、 搬 送 中  
や 、 手 術 中 に お け る 腎 臓 ９ へ の 衝 撃 を 吸 収 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 腎 臓 ９ が 損 傷  
す る こ と を 抑 制 で き る 。
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【 ０ ０ ５ ７ 】
　 ＜ ２ ． 変 形 例 ＞
　 以 上 、 本 発 明 の 主 た る 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は 上 記 の 実 施 形 態 に 限 定 さ  
れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 図 ８ は 、 一 変 形 例 に 係 る 臓 器 収 容 容 器 １ Ａ の 断 面 図 で あ る 。 図 ９ は 、 他 の 変 形 例 に 係 る  
臓 器 収 容 容 器 １ Ｂ の 断 面 図 で あ る 。 図 ８ お よ び 図 ９ に お い て 、 そ れ ぞ れ 、 胴 部 ２ ０ Ａ ， ２  
０ Ｂ の 内 面 に 設 け ら れ た 凹 凸 形 状 に つ い て は 、 図 示 を 省 略 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 上 記 の 実 施 形 態 の 臓 器 収 容 容 器 １ で は 、 肥 厚 部 ４ ０ に お い て 、 胴 部 ２ ０ の 内 面 側 に は 突  
出 せ ず 、 胴 部 ２ ０ の 外 面 側 に 突 出 す る こ と に よ っ て 、 周 囲 よ り も 厚 み が 大 き く な っ て い る  
。 こ れ に 対 し 、 図 ８ の 例 の 臓 器 収 容 容 器 １ Ａ で は 、 肥 厚 部 ４ ０ Ａ の 断 面 形 状 が 略 円 形 で あ  
る 。 こ の た め 、 肥 厚 部 ４ ０ Ａ に お い て 、 胴 部 ２ ０ Ａ の 内 面 側 と 外 面 側 と の 双 方 に 突 出 し て  
い る 。 ま た 、 図 ９ の 例 の 臓 器 収 容 容 器 １ Ｂ で は 、 肥 厚 部 ４ ０ Ｂ が 胴 部 ２ ０ Ｂ の 外 面 側 に は  
突 出 せ ず 、 胴 部 ２ ０ Ｂ の 内 面 側 に 突 出 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 図 ８ お よ び 図 ９ の 例 の よ う に 、 肥 厚 部 は 、 胴 部 の 内 面 側 に 突 出 し て い て も 、 外 面 側 に 突  
出 し て い て も よ い 。 肥 厚 部 の 形 状 は 、 適 宜 変 更 し 得 る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 図 １ ０ は 、 他 の 変 形 例 に 係 る 臓 器 収 容 容 器 １ Ｃ の 断 面 図 で あ る 。 図 １ ０ に お い て も 、 図  
８ お よ び 図 ９ と 同 様 、 胴 部 ２ ０ Ｃ の 内 面 に 設 け ら れ た 凹 凸 形 状 に つ い て は 、 図 示 を 省 略 し  
て い る 。 上 記 の 実 施 形 態 の 臓 器 収 容 容 器 １ は 、 開 口 ３ ０ が １ つ で あ っ た た め に 、 例 え ば 、  
腎 臓 、 心 臓 、 肺 等 の 、 移 植 手 術 に お い て 吻 合 す べ き 血 管 が 臓 器 の 片 側 に 集 中 し て い る 臓 器  
に 適 し て い た 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 こ れ に 対 し 、 図 １ ０ の 例 の 臓 器 収 容 容 器 １ Ｃ は 、 胴 部 ２ ０ Ｃ が ２ つ の 開 口 ３ ０ Ｃ を 有 す  
る 。 こ の た め 、 臓 器 収 容 容 器 １ Ｃ は 、 肝 臓 、 膵 臓 、 脾 臓 等 の 、 移 植 手 術 に お い て 吻 合 す べ  
き 血 管 が 複 数 方 向 に 延 び る 臓 器 に 適 し て い る 。 こ の よ う に 、 胴 部 の 有 す る 開 口 の 数 は 、 １  
つ に は 限 ら れ な い 。 な お 、 胴 部 が 開 口 を 複 数 有 す る 場 合 、 開 口 の 大 き さ は 必 ず し も 同 じ で  
な く て も よ い 。 血 管 を 通 す た め の 開 口 は 、 臓 器 を 収 容 す る た め の 開 口 よ り 小 さ く て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 図 １ １ は 、 他 の 変 形 例 に 係 る 臓 器 収 容 容 器 １ Ｄ の 断 面 図 で あ る 。 図 １ １ の 臓 器 収 容 容 器  
１ Ｄ で は 、 胴 部 ２ ０ Ｄ の 内 面 に は 、 上 下 方 向 に 対 し て 直 交 す る 方 向 に 延 び る 複 数 の 凸 部 ４  
１ が 設 け ら れ る 。 こ れ に よ り 、 隣 り 合 う 凸 部 ４ １ Ｄ の 間 に 溝 ５ ０ Ｄ が 設 け ら れ る 。 す な わ  
ち 、 胴 部 ２ ０ Ｄ の 内 面 は 、 上 下 方 向 に 直 交 す る 方 向 に 延 び る 複 数 の 溝 ５ ０ Ｄ を 有 す る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 上 記 の 実 施 形 態 で は 、 胴 部 の 内 面 に 設 け ら れ た 溝 が 上 下 方 向 に 延 び て い た が 、 本 発 明 は  
こ れ に 限 ら れ な い 。 溝 が 延 び る 方 向 は 、 図 １ １ の 例 の よ う に 、 上 下 方 向 に 直 交 す る 方 向 で  
あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 ま た 、 例 え ば 、 溝 は 、 胴 部 の 内 面 に お い て 螺 旋 状 に 形 成 さ れ て も よ い 。 ま た 、 溝 は 、 所  
定 の 方 向 に 延 び る 略 平 行 な 複 数 の 第 １ 溝 と 、 第 １ 溝 と は 異 な る 所 定 の 方 向 に 延 び る 略 平 行  
な 複 数 の 第 ２ 溝 と を 含 み 、 第 １ 溝 の 少 な く と も 一 部 と 第 ２ 溝 と の 少 な く と も 一 部 が 格 子 状  
に 交 差 す る 構 成 で あ っ て も よ い 。 ま た 、 胴 部 の 内 面 に 設 け ら れ た 凹 凸 形 状 は 、 所 定 の 方 向  
に 延 び る 凸 部 お よ び 溝 に 限 ら れ な い 。 例 え ば 、 胴 部 の 内 面 に 、 不 定 形 の 凸 部 ま た は 凹 部 が  
不 規 則 に 形 成 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 ま た 、 上 記 の 実 施 形 態 で は 、 臓 器 収 容 容 器 １ の 胴 部 ２ ０ は １ 種 類 の 材 料 で 形 成 さ れ た が  
、 本 発 明 は こ れ に 限 ら れ な い 。 胴 部 ２ ０ は 、 例 え ば 、 そ れ ぞ れ 材 料 が 異 な る 複 数 の 層 か ら  
構 成 さ れ て い て も よ い 。 例 え ば 、 胴 部 の 外 表 面 に 近 い 層 は 、 胴 部 の う ち で 臓 器 と 接 触 す る  
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内 面 を 構 成 す る 層 よ り も デ ュ ロ メ ー タ 硬 さ の 値 が 大 き い も の で あ っ て も よ い 。 ま た 、 胴 部  
の 外 表 面 に 、 外 傷 を 防 止 す る た め の コ ー テ ィ ン グ を 施 し て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 ま た 、 臓 器 収 容 容 器 の 細 部 の 構 造 に つ い て は 、 本 願 の 各 図 に 示 さ れ た 構 造 と 、 完 全 に 一  
致 し て い な く て も よ い 。 ま た 、 上 記 の 実 施 形 態 お よ び 変 形 例 に 登 場 し た 各 要 素 を 、 矛 盾 が  
生 じ な い 範 囲 で 、 適 宜 に 組 み 合 わ せ て も よ い 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 １ ， １ Ａ ， １ Ｂ ， １ Ｃ   臓 器 収 容 容 器
　 ２ ０ ， ２ ０ Ａ ， ２ ０ Ｂ ， ２ ０ Ｃ   胴 部
　 ３ ０ ， ３ ０ Ｃ   開 口
　 ４ ０ ， ４ ０ Ａ ， ４ ０ Ｂ   肥 厚 部
　 ４ １   凸 部
　 ５ ０   溝
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】



10

20

30

40

50

JP 7592811 B2 2024.12.2(12)

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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